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研究成果の概要（和文）：音声学的な知覚・認識能力を適切に判別するテストを作成するための基礎調査として，従来
型のリスニングテストがこれらの能力をどの程度予測するのか調査を行った。1つ目のディクテーション・インタヴュ
ー課題では従来型のリスニングテストで同程度の習熟度と判定された学習者間では，ある程度の傾向は見られるものの
異なる特性も見られた。単音節語の語頭の子音のみを入れ替えたミニマルペア識別課題では，正答率についてはそれほ
ど大きな差は見られないものの，反応時間においては学習者間・課題間に大きな差が見られた。これらの結果により従
来型のリスニングテストは子音の識別能力を弁別できないことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of our project is to make an English listening test which can precisel
y predict the learner's phoneme perception skills. To attain this goal we conducted a preliminary research
 to see how existing listening tests can predict this ability of the learner's. Through the dictation test
 and interview to the learners, it was found that the learners who are regarded to have the same level of 
listening comprehension ability differ in their overall and individual consonant perception skills. The re
sult of a minimal pair test of English initial consonants of mono-syllabic words shows that percentage of 
correct answers didn't differ much, but reaction time for answering each question differ a lot between the
 learners and between the test items. From these results it is clear that the existing listening tests can
not predict the learner's consonant perception skills. Based on the findings we obtained through a series 
of studies, we plan to produce a reliable listening test.
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１．研究開始当初の背景 
EFL/ESL 学習者の英語リスニング能力を測
定するテストには様々なものがある
（TOEIC®，TOEFL®，英検など）が，それ
らの測定しているものは，リスニングの総合
的な能力であり，リスニング力を構成する諸
要素を個別に測定するものではない。リスニ
ング処理は大きく分けてトップダウンとボ
トムアップ処理に分けられる。ボトムアップ
処理とは，耳から入ってきた音声から語彙・
文法と言語情報を積み上げていく過程で，ト
ップダウン処理とは，聞き手の背景知識等を
利用し，予測・推論によって理解を進める処
理である（門田，2007；河野，2001；竹蓋，
1984；吉田，1984；Rost，2005）。このボトム
アップ処理の形式的な側面だけを考えても
図 1のように音声・音韻・形態・統語など複
数の処理が同時並行的に行われている。 
	 言い換えれば，リスニングテストで同レベ
ルと判定される学習者であっても，リスニン
グの下位構成能力には差がある可能性が大
きい。たとえば，語彙力は高いが音声の知覚
能力の低い学習者や，語彙力は弱いが音声の
聞き取り能力が高い学習者などがリスニン
グテストでは同じレベルの習熟度と判定さ
れるかもしれない。また，音声・音韻的側面
に絞っても，学習者が音素，音節構造，リズ
ム単位，イントネーションなどの異なる側面
でつまずいていてもリスニングテストでは
見過ごされている可能性も高い。 
	 一方，リスニングの訓練方法（ディクテー
ション，シャドーイング，リピーティングな
ど）についても，それぞれが効果を発揮する
場面はことなると考えられており（鈴木・門
田，2012），聞き取り能力の各要素を詳細に
切り分けることができれば，より学習者のニ
ーズにあった，効果的な指導・学習が可能に
なる。 
 
 
２．研究の目的 
上述のような実情をふまえ，リスニングの下
位要素として音声・音韻の知覚・認識能力を
弁別するテストを作成することが本調査を
起点とする一連の研究の最終目標である。 
 
 
(1)ディクテーション・インタビュー課題 
リスニングテストにおいて同程度の力を持
つと判定される学習者の音声知覚レベルで
の能力に違いが無いのか，学習者が音声知覚
の段階でそれぞれどのような問題に直面し
ているかを，ディクテーション分析およびイ
ンタビューという手法を用いて，できるだけ
詳細なデータの収集を試みる。 
 
 
(2)正答率・反応時間測定課題 
従来型の多肢選択式のリスニングテストが
学習者の子音知覚能力を予測できるかどう

かを探る。 
 
 
３．研究の方法 
(1)レベル判定テストの作成 
レベル判定テスト作成にあたっては，テスト
受験者のレベルが初級者から中級者である
ことから，実用英語検定 2 級，準 2 級，3 級
のリスニングセクションの過去問題を素材
として使用した。具体的には，各級の問題の
Part 1（ダイアローグを聞いたのちその内容に
関する 1問の問いに答える形式）と Part 2（モ
ノローグを聞いたのちその内容に関する 1問
の問いに答える形式）から各 10 問ずつ，合
計 60 問を選定した。今回の調査の焦点はで
きるだけリスニングに特化した力を測定す
ることなので，以下の手順で語彙力の影響を
できるだけ排除した。まず，問題項目の選定
にあたっては，使用されている語彙レベルの
低いもの（JACET8000の 2000語レベル以下）
を選び，次に，人名などの固有名詞について
は耳馴染みの薄そうなものも対象から除外
した。なお，3 級の問題においては問題文が
2回繰り返し読み上げられるので，2級，準 2
級の形式に合わせて 1回の読み上げになるよ
う編集した。 
	 まず，上記の 60 問の項目からなるテスト
を 107名の学習者が受験した。テストは教室
環境で行われ，教室備え付けのスピーカから
の音声を提示し，筆記の選択式の問題に答え
る形式であった。その結果に対してラッシュ
モデル分析ソフトウェア Winstep を用いて分
析を行い， Infit/Outfit Mean Square の値が
0.7−1.3 に 収 ま る 30 項 目 を 抽 出 し た
（Cronbach’s α = 0.929） 
 
 
(2)ディクテーション・インタビュー課題 
①実験協力者 
レベル判定テスト（30 問，約 20 分）のスコ
アにおいて 27 点を取得した 3 名と，12 点で
あった 3名に本実験に協力してもらった。 
②課題 
レベル判定テストの結果にもとづき，Part 2
（dialogue）の問題の中から難易度の高いもの
1 問と低いもの 1 問の計 2 問， Part 2
（monologue）の中から難易度の高いもの 1
問，低いもの 1問の計４問を選んだ（資料１）。
そのそれぞれについて音声および音声波形
で確認しながら，可能な位置にポーズを挿入
した。ポーズについては，十分な余裕を持っ
て書き込めるように，書き取るチャンク中の
文字数×1秒とかなり長めに設定した。 
③手順 
実験協力者には１名ずつ筆者の研究室にき
てもらい，コンセントフォームに記入後，デ
ィクテーション課題，アンケート記入，イン
タビューの順に調査を行った。ディクテーシ
ョン課題については CDプレイヤーから課題
音声を提示し，所定のフォーム（資料１）に



記入する形で回答してもらった。なお，実験
協力者への指示は次の通りである。「音声が
聞こえたら，できるだけ後戻りせず，聞こえ
たままに解答用紙に記入。綴り字等は気にし
なくてもよい（ローマ字でもカタカナでも良
い）。」その後，同一の素材（上記の 4問）を
パートごとに用２回ずつディクテーション
を行った。その際，１回目と２回目の変化を
確認するために，解答用紙は１回ごとに別の
ものを使用した。 
 
 
(3)正答率・反応時間測定課題 
①実験協力者 
レベル判定テスト結果が 25-27 点であった学
生 22名(TOEIC550点前後)。 
②課題 
菅井(2007)に基づき，識別が困難な子音ミニ
マルペア 17 組を単音節/_ad/に挿入して課題
を作成し，Natural Reader ver.3.0.を用いて音声
化した。  
1 b v 7 f h 13 ɹ w 

2 b w 8 f v 14 s ʃ 

3 ʧ ʤ 9 h v 15 s θ 

4 d ð 10 l ɹ 16 ʃ θ 

5 d z 11 l w 17 v w 

6 ð z 12 m n 
③手順 
上記のミニマルペアがコンピュータ画面に
表示され，ヘッドフォンから聞こえた音声が
どちらの子音かを判断し，できるだけ早くボ
タンを押すという方法をとった。測定につい
ては心理実験用ソフトウェア SuperLab 4.0を
用いた。 
 
 
４．研究成果 
(1)ディクテーション・インタビュー課題 
まず，１つ目の調査目的（同程度のリスニン
グ力を持つと判定される学習者が音声知覚
レベルでの能力に違いが無いのか。）につい
てはやはり，従来型のリスニングテストで同
じ習熟度であると判定される学習者の間で
も，音声知覚のレベルでの能力にはかなりの
ばらつきがあり，間違え方にも学習者間で
様々な違いが見られた。また，調査目的の二
点目（学習者が音声知覚の段階でそれぞれど
のような問題に直面しているか。）について
は，12 点群はもちろん，27 点群であっても
基本的な音素の聞き取りに問題が見られる
ことが確認された。 
 
 
(2)正答率・反応時間測定課題 
①正答率 
まず，正答率を従属変数，協力者・課題（子
音ミニマルペア）を独立変数として分散分析

を行った。その結果，協力者間で大きな差は
見られなかったが（F (df = 22): 10.63, p < .001, 
η2 = .01 (small effect size)，子音間では大きな
差が見られた。F (df = 33): 3382.63, p < .001, 
η2 = .36 (large effect size)。 
②反応時間 
反応時間データの分析に先立って，以下の調
整を行った。まず，課題に対する不正解のデ
ータを除外し，協力者ごとに 2SDを閾値とし
379 個のデータ（全データの 4.69%）を外れ
値として分析から除外した。その上で正答率
のデータと同様，協力者・課題を独立変数と
して分散分析を行った。その結果，協力者間
（F (21, 7679) = 179.27, p < 0.01, η = .57 (large 
effect size) There is a significant difference 
between the learners.）および課題間（F (33, 
7667) = 15.20, p < 0.01, η = .25(small effect 
size)）に大きな差が見られた。 
 

 

 

 
 
 
(3)成果のまとめ 
ディクテーション・インタビュー課題，正答
率・反応時間課題の結果から，同レベルの習
熟度の学習者については，正答率から見ると
学習者間で似通った傾向が見られるものの，
反応時間では大きな差が見られた。外国語の
リスニングという瞬時の処理が必要とされ
る場面において，この差が意味するところは
大きい。また，両調査によって見られた課題
感の差についても，音素の知覚能力とひとく
くりにはできないということを示唆してい
る。当初の目的のテスト・教材の作成までは
到達できなかったが基礎となるデータを示
すことができたという点においては一定の
成果が上げられたと考えている。なお，現在
語強勢の知覚についても同様の調査を進め
ており，今年度中に成果が公開できる予定で
ある。 
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